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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・看護グループ研修

①1/26(火)「救急対応」17:15～　場所:メンタルケア病棟3F会議室

　②1/27(水)「外傷受傷時と創傷管理」17:15～　場所:病院2F会議室

・1/21(木)八戸保健所管内でインフルエンザ注意報が発令されている。手洗い（30秒間以上）、うがい、マスクの着用（咳エチケット）、イソプロパノールによる環境消毒に気をつけていくように。

＜利用者様情報＞
・小林　満様　～1/22当院退院後、本日より利用再開。説明については、「前もいたから大丈夫ですよ」と話し、知人の利用者と交流しながら穏やかに過ごしている。今後の希望について確認すると、「最初から一般就労ではなく、施設の利用も考えていきたい」「仕事をやりたいが焦らずゆっくりやりたい」「調理をやるような施設を利用したい」とのこと。何かあった際にはすぐ相談して欲しいことを伝え、今後の施設見学等、SWと相談しながら準備していくこととしている。

・我満奈津紀様～本人より相談があり、娘様が学校を辞め作業所に行きたいと言っているとのこと。娘様のことを考えると、心配になり、胃痛、胃部不快、食欲不振があると話している。娘様のことは学校からの連絡待ちとのこと。また、自身の検査結果については、1/29に確認するとのことだが、どちらを考えても不安や心配で胃が痛いと話している。何かあったら小さい事でも青明舎や青陽館に相談し、気持ちを和らげること、問診時に担当医にも相談するよう促している。

・倉橋　生子様～妹が、明日会いに来るとのことで、青陽館は欠席しますと話している。「会いに来てくれて、顔が見られるだけでも幸せだよね」とスタッフへ話している。体調については「足が重くてどうしようもないんだよ。でも明後日外来受診だから」と声高に話し、不機嫌さ見られている。その後、ドアを力任せに閉めているが、時間をおいてスタッフへ「さっきは、ごめん」と謝りに来ている。夕食時、席にいない為、ロッカー室にいくと、しゃがんで下を向いている。状況確認すると「なんでもない。食べたくない。一人にしてほしい」と話している。その後、青風荘スタッフ声掛けするが、何も話さないとの事。5分後、様子を見に行くと、ロッカー室には居なく、生活指導室で歩いている。上記内容を青風荘へ情報提供している。

＜青明舎利用者様情報＞

・森田　清助様～1/20(水)定期訪問実施。昨日アパートの駐車場の雪かきを手伝い、今朝起きたら少し腰が痛いと話している。食事や睡眠状態は問題ないとの事。
・寺沢　彩　様～1/20(水)来所。就労について、福祉関係の一般就労に就こうと思っていると話している。Ａ型事業所を目指す事を考えていたが、最終的に一般就労に就くことを目標にしており、自分にとっては今から一般就労を始めても良いのかなと思っているとの事。青南病院の主治医へは1月下旬の診察で意見を聞いてみるつもりであり、八戸赤十字病院の主治医へは2月初旬の診察で話すとの事。
・赤石　陽介様～1/20(水)来所。1/12に退院してからは、デイケアに週5日通所する事になり、青山荘での訓練も今後開始になる予定であると話している。退院して間もないが、既に体調が良くないとの事。ほぼ毎日のように飲酒を繰り返しており、理由については、頚椎後縦靱帯骨化症の状態が良くないと話している。青南病院退院後に、八戸赤十字病院を受診した際に状態が悪化していると医師より言われ、検査結果次第では入院の必要性についても話をされたとの事。それによっては青山での訓練もしばらく遅れる可能性もあると不安を漏らしている。
・高柳　和子様～1/20(水)定期訪問実施。風呂場のガスについて確認。点火レバーを回すと着火しているがすぐに消えている。本人は着火しない（お湯が出ない）ことが気になると話すため、大家もしくは業者に連絡してみるよう伝えている。訪問後本人より電話あり、業者に連絡したら月・金しか対応できないと言われたとの事。1/22(金)に来て貰えるかもしれないとの事で、それまでは青明舎の入浴サービスを利用するかもしれないと話している。
・大久保律子様～1/22(金)定期訪問実施。体調について確認すると「大丈夫」と話すも表情の冴えなさはみられている。外来受診日を火曜日から水曜日に変更して貰おうかなと話している。2/3が受診日であり、その際に相談してみるとの事。1/24(日)昨夜電話あり、「夫と喧嘩して布団に入ったが眠れない」と話しあり。親に電話で事情を説明したら、「それは、お前が悪い」と言われたと話している。喧嘩の原因は、ダイエット中で、カップラーメンを控えていたら、夫より「カールドライヤーを買ってやる」と言われたが、「カップラーメン食べても良い？」と聞いたところ、「言っていることとやっていることが違う」と怒って寝てしまったとの事。自身で夫の気持ちもわかるし、自分も悪かったと話しているため、傾聴している。その他に、自身の外来の曜日が変わり主治医が女性である事から、男性の先生が良いと考えているとの事。様々な対人関係から何曜日に受診したら良いかわからず、現在パニックになっていると話している。市民病院に変えたい思いもあるとの事。デイケアスタッフにも相談し、次回受診日が2/9となっているが、早めに受診した方が良いとアドバイスされたことを話している。来週(水)、夫に立ち会ってもらい、「現在パニックになっていて状態が悪く、入院したいと思っていることを伝えてこようと思う」と話している為、本人の思いを傾聴し、無理せず過ごすよう伝え電話を終えている。
＜グループホーム入居者様情報＞
・中村　茂　様～1/22(金)今朝、自分の部屋にあったココアが飲まれて、下のゴミ箱に捨ててあった。冷蔵庫のバナナも1本とって食べられていたと、世話人に話している。デイナイトケアから帰って来てから、昨日は自分で何か食べた物はあるか聞くと、冷蔵庫に入れていたパンを食べたとの事。それ以外は食べていないと話している。再度、今後どうしたしたいか聞くが、「犯人を探しをしたいわけじゃないんだよ。」との事。今後買い物には世話人も同行して、購入した物を書きとめておく事、世話人が頻繁にあおめに来る事で、食べられなくなるのでは？と提案している。

1/24(日)買い物に世話人も同行している。買い物内容は、助六寿司や菓子パン、お惣菜、果物等を購入している。世話人からは、これから、雪が降って買い物に行くのが大変な時も出てくるのではないか？レンジで暖めるだけで食べられるものも購入しては？と話すが、拒否している。買い物したものは、あおめの1階にある冷蔵庫と、自室に持っていっている。以前も提案した、食品に自分の名前を書くことや、部屋に冷蔵庫を入れることは拒否している。
・繁名　和恵様～1/22(金)「幻聴とー、頭痛が一緒になってる。そしたら吐き気もしてきた。おしりもかゆいし。デイケア休みたい。おしっこすると痛いんですよ。」と話す。具合が悪い時はデイケアを利用して、デイケアで休むように話している。おしりが痒いというのは陰部のことで、おりものも臭いと話し、デイケアを休んで以前処方になっている、エンペシド軟膏を塗ってあおぞらで休むと話している。Drの診断が出ていないのに、以前処方になっている軟膏を塗るのは、症状悪化の可能性がある事を話し、婦人科受診を勧めている。世話人も同行希望あり、一緒に麻美レディースクリニックを受診している。麻美レディースクリニックでは、以前青山荘にいた頃の症状を話したり、世話人の介入を要し、世話人に話していない、下腹部の痛みなども訴えている。下腹部の痛みの訴えがある為、膀胱炎検査をしているが、特に異常は無い。子宮内の細菌検査については来週結果を聞きに行く事にしている。陰部の痛み・かゆみについては、キンダベート軟膏が処方されている。朝は、血圧が高い、具合が悪い、胸が苦しいと訴えあり、鹿内内科受診している。受診では、昨日から咳が出ていたことを伝え(世話人へは訴えていない症状)、気管支炎と診断されたとの事。血圧に関しては、診察時に全く伝えていないとの事で、明日デイケア利用時には、体調確認や薬事情報を確認していくこととする。

・田中　一　様～1/24(日)風邪症状については、治ったと話している。通所利用時にはマスク着用しているが、デイケアスタッフの体調確認に対し、予防と話している。
・下妻　康貴様～1/24(日)背部痛は良くなったと話し、湿布は貼っていないとの事。
・坂本　健治様～他入所者様より「毎朝世話人にお茶漬けとインスタント味噌汁を食したと話しているが、朝食を食べている所を見たことが無い為、なぜ世話人に嘘をつくのだろうと思っていた」との情報あり、冷凍庫内にご飯をストックしているか確認している。以前は、冷凍庫にラップに小分けにして名前を記入したご飯がストックしてあったが、全く入っておらず、坂本様の食材のようなものも、特に冷蔵庫内に見当たらない状態である為、食事の確認をしてみるが、「いえ、食べてます」答える。1/23(土)に食事の確認をした際にも、朝食はインスタント味噌汁とお茶漬けを食したと話されている。

・番沢　政勝様～青陽館より、情報提供している。担当医が変わり、診察が2週に１回になったので戸惑っている事を伝えている。「前は体重測ってたのに…。水も言われなくなった…」と不安を話している。上手く担当医に伝える事が出来ないと話している事もあり、何か相談したいことはないか声掛けを行い、不安の軽減を図れるようにする。
＜外来情報＞
・田中　一　様～診察に血圧測定を行っているが、血圧低値が続いている。服薬調整はせず、服用方法を変更していく。
カンファレンスシート（　寺沢　彩　様　）

実施日：H28年1月25日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：吉田（主担当）・戸賀沢・藤田

参加者：慶長、戸賀沢、馬場、佐々木、藤田、岩澤、佐藤、西村

検討内容　目標の見直し

	氏名
	寺沢　彩　様
	性別
	女
	年齢
	25
	生年月日
	H2.10.19

	主病名
	統合失調症
	合併症
	重症筋無力症、胸腺腫術後

	治療方針（医師の指示）
	安定した病状の維持を図り､自宅で生活することが出来る。

	本人希望
	自宅で暮らしたい。いずれ就労（介護）したい。

	家族希望
	いずれ就労してもらいたい。

	入院歴
	計　1　回（当院／H22.12.16～H23.1.7）

	通所歴
	2回目

· 今回：H27.9.16～現在（週3回/月･水･金曜日）

	その他サービス利用
	地域活動支援センター｢青明舎｣活動室　利用中

	住居：八戸市内にある雇用促進住宅にて生活。

家族状況：母親･兄と3人暮らし。父親は八戸市内にて生活しており､現在も時折関わることがある様子で､関係性は良好。母親は無職で､自宅で過ごしていることが多い様子。兄の給料､本人の年金収入にて生活している。
	家族構成











	利用制度
	＊自立支援医療制度　受給中

＊精神障害者保健福祉手帳　2級　受給中

＊障害厚生年金　2級　受給中

	備考
	12/28八戸赤十字病院退院後の初来所時、入院中に、同病の他患者に「この病気は辛い検査と痛い治療に耐えないと死ぬ」と言われ、それ以来不安感が強いとの訴えがあり、不安を傾聴することで落ち着く事ができている。服薬の必要性は理解しているが、確実な服薬については自信がないとのことで、自分なりの対処法（母に服薬するところを見ていてもらう等）を考えてもらい、上手くいかないときは、随時職員へ相談してもらうこととしている。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①対人関係においてストレスを感じた際､自分なりに対処することが出来る。
	①他者に対する不安や不満等を職員へ相談し､対応方法を検討して実践出来る。
	①他者に対する不安や不満がある際､体調不良等を呈したり､過剰に反応して相手を攻撃するのではなく､職員へ相談して対応方法を検討することが出来る。
	①不安・不満がある際は、スタッフや主治医へ相談し解決方法を一緒に検討する。

	②身体疾患に対する不安について､周囲へ相談し自ら対処出来る。
	②身体疾患に対する不安が生じた際､相談し対処方法を職員と検討することが出来る。
	②身体疾患に対する不安が生じた際､周囲へ相談することが出来る。
	②身体疾患の治療を継続するにあたり生じる不安･悩みを主治医･看護師･デイケア職員等へ相談し､不安の解消法を検討し実行する。

	③自分に合った就労場所を検討し､ステップアップを踏んで就労することが出来る。
	③就労に向け､ハローワークや青明舎等､他関係機関と連携を取り､ステップを踏んで進めることが出来る。
	③自身の病状や作業及び対人能力について把握し､就労のステップアップの段階を考えて行動することが出来る。
	③他者とのトラブルや､病状に変化があった際は振り返りを実施し､どのように就労まで繋げていくか職員と話し合う。また､トラブルの際は､なるべく自分で解決出来るよう助言を行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①他者に対する不安や不満がある際､体調不良等を呈したり､過剰に反応して相手を攻撃するのではなく､職員へ相談して対応方法を検討することが出来る。
	達成度50％。

①他者との関係において脆弱性が強く､上手く関係性を築けないとすぐに相手を嫌い､絶縁する等の方法を取ることが多い。職員の言動に対して敏感に反応し､強く不満を訴えることや､来所中に無断で外出しようとする等の行動を取ることが目立ち､随時振り返りを行っている。デイケア利用中に関しては特定の利用者とのみ交流、または、ロッカーにこもりきりで、プログラムへの参加を勧めても応じない状態。他者との交流が殆ど無い為、衝突は起きていない。
	話せるスタッフは2名で、そのスタッフへ色々と相談をしている。他のスタッフに対しては、態度が違っており、対人関係を上手く築けないところが見られる。対人関係におけるトラブルへの対処能力が低度であることから､計画を継続。

	②身体疾患に対する不安が生じた際､周囲へ相談することが出来る。
	達成度90％。

重症筋無力症に罹患しており､上記による不安や悩みを抱えることで情動が不安定となることがある。随時職員へ相談したり､デイケアに来所して気晴らしをしたりして過ごしており､対処することが出来ている。
	身体疾患への不安から情動不穏を呈することがある為､計画を新規で立案。

	③自身の病状や作業及び対人能力について把握し､就労のステップアップの段階を考えて行動することが出来る。
	達成度10％。

現在も就労への意欲があるものの､重症筋無力症の治療を継続し､短期の入退院を繰り返していることで負担・不安が強く､身体状態が改善してから就労について検討していくこととしている。

就労について､優先度は低い様子であり､本人の意思を尊重しつつ対応していく。
	自身の能力把握が困難であること､また､モチベーションの維持の為に早期に就労移行を検討していく為､計画を継続。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①対人関係においてストレスを感じた際､自分なりに対処することが出来る。
	①他者に対する不安や不満等を職員へ相談し､対応方法を検討して実践出来る。
	①他者に対する不安や不満がある際､体調不良等を呈したり､過剰に反応して相手を攻撃するのではなく､職員へ相談して対応方法を検討することが出来る。
	①不安・不満がある際は、スタッフや主治医へ相談し解決方法を一緒に検討する。

	②身体疾患に対する不安について､周囲へ相談し自ら対処出来る。
	②身体疾患に対する不安が生じた際､相談し対処方法を職員と検討することが出来る。
	②身体疾患に対する不安が生じた際､周囲へ相談することが出来る。
	②身体疾患の治療を継続するにあたり生じる不安･悩みを主治医･看護師･デイケア職員等へ相談し､不安の解消法を検討し実行する。

	③自分に合った就労場所を検討し､ステップアップを踏んで就労することが出来る。
	③就労に向け､ハローワークや青明舎等､他関係機関と連携を取り､ステップを踏んで進めることが出来る。
	③自身の病状や作業及び対人能力について把握し､就労のステップアップの段階を考えて行動することが出来る。
	③他者とのトラブルや､病状に変化があった際は振り返りを実施し､どのように就労まで繋げていくか職員と話し合う。また､トラブルの際は､なるべく自分で解決出来るよう助言を行う。


